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伝える力は，信頼の礎

職場の日常にあふれる
「プレゼンテーション」

　「プレゼンテーション」というと
大そうな言葉にみえますが，意外と
日頃から行なっていることなのです。
研究発表や学習会はもとより，患者
教育，患者オリエンテーション，医
師への報告・指示受け，先輩への報
告もみんなプレゼンテーションです。
そう思えば，少し身近なもののよう
に思えてきませんか？　というより，
私たちの現場はプレゼンテーション
の機会にあふれ，それなしでは仕事
をしていけないと言っていいほどで
す。
　看護師を対象にしたある調査で，
仕事で自分の考えを説明することに
苦手意識をもっている人は実に 7割
以上おり，「非常に苦手」な人は「話
がわかりにくいと言われることがあ
る」との結果が出ています。新人看
護師が，医師に報告を行なったとこ
ろ，全く要領を得ず，適切な指示が
出なかったり，医師が怒り出したり
する場面などに遭遇したことはあり
ませんか。これが，“達人”が報告
すると，的を射た短い報告で納得の
いく指示が受けられ，さらに医師と
の信頼関係も築くことができるよう
になります。いったい何が違うので
しょうか？

看護師としての
能力を向上させよう

　それは，「伝える力」なのです。
では，その「伝える力」は何で変わ
るのでしょうか？　新人看護師が
「今のバイタルは……で，尿量が今
回少なかったのですが，痛みを訴え

られて，手術の前に“痛みが一番怖
い”とおっしゃっていたのを思い出
し，鎮痛剤の指示を○時に行なって，
痛みはまだあるのですが，眠ってい
ることも……家族の方が……でも呼
吸が苦しそうで……」などと，物語
調に報告しているのをよく聞きます。
しかし，「鎮痛剤の追加」の指示が
ほしいのか，「呼吸困難」の指示な
のか，「心不全」が疑われるのか，「脱
水」なのか，「何を伝えたいのか」
が分かりません。ここでは，伝える
目的と方向性を定める必要がありま
す。
　講義や研修会であれば，そのテー
マが目的にあたります。テーマを
もったら最後までそのテーマにこだ
わり，それを達成できたかどうかに
こだわる。そうすることで，目的に
到達する方法を考えやすく，散漫な
印象に留まらず，確かな手応えも感
じられます。講義や研修会では特に
明確なテーマをもつことが重要です。
　本書では，現場以外（研究発表・
講演・勉強会など）のプレゼンテー
ションについて書かれていますが，
目的とすることに，目標をもって「伝
えること」を軸に解説されています。
「伝える」ためのゴールの決め方，
コンテント（内容）やプロセス（進
め方）のノウハウ・具体例，シミュ
レーションまで一貫して「伝える」
ことにこだわっています。
　「伝える力」を磨くことは，看護
師としての能力を磨くことでもあり
ます。人前で話さなくてはならなく
なった方，自分の講演をレベルアッ
プさせたいと思っている方におスス
メの本です。

0170 看護管理 2011 February vol.21 no.02

 

 ©
IG
A
K
U
-S
H
O
IN
 L
td
, 2
01
1 

2026/09/30 13:33:12




